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名詞句の“自由拡充”が抱える問題とその根源 
山泉 実 (YAMAIZUMI Minoru) 大阪大学 

 

 本発表は名詞句の自由拡充といわれる現象の考察を通して、言語は話し手の思考・命題

をコード化するためのものであるとする立場を批判し、言語は言語無しでも原理的に可能

な意図明示-推論コミュニケーションを強化することが本来の機能で、話し手にとっては聞

き手の心的状態を操作するためのもの、聞き手にとっては話し手の意図を読む手がかりだ

とする立場（OIC の立場、Scott-Phillips 2015）を擁護する。 

西山・峯島（2006 他）は名詞句の自由拡充について以下の提案をしている。 

I．叙述名詞句は自由拡充できない。たとえば、(1)の例で B の叙述名詞句「バス」は、[中

野駅行きの]を自由拡充で補って理解してもらえない。そのように自由拡充すれば文が真に

なって発話の関連性が高まるにも関わらずできない。 

II．他の名詞句は自由拡充できる。一方、(1)の A の指示的名詞句「バス」は、[中野駅行

きの]を自由拡充で補って理解してもらえる。 

 

(1) （A さんと B さんが中野駅行きのバスを待っているときに）A: あ、バスが来た。 

B:（そのバスが中野駅行きではなく野方行きだと気付いて）＃いや、あれはバスではない。 

 

しかし、叙述名詞句以外の述語名詞句にも、次例のように自由拡充で[中野駅行きの]など

を補って理解してもらえないものがある。次例が偽と感じられるのはそのためであろう。 

 

(2) （A は中野行きのバスを待ちながら時計で 4 分間測った。その間に野方行きのバスと中

野駅行きのバスだけが来た）4 分以内に来たのはバスだけではなかった。 

 

一層根本的な問題があるのは、名詞句が自由拡充可能であるとされる場合である。 

 

(3) （太郎は、飼っている猫が最近姿を見せないことに気づいて、花子に言った。） 

a. 猫がどこかへ行ってしまった。（この発話を花子は下のように拡充して理解する。） 

b. 《[太郎が飼っている］猫がどこかへ行ってしまった》（峯島 2013: 538） 

 

第一に、彼らは、自由拡充の後に拡充された概念への指示対象の付与がなされるという発

話解釈プロセスを想定する（峯島 2013: 542, 543）。しかし、名詞句の表す概念をどう拡充

するか、つまり何を付け足すかは、意図された指示対象がわかっていないとできない。第
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二に、なおも自由拡充が必要だと考えても、どのような概念を付け足せばよいのかが不明

であるという問題がある。もし花子がその猫について、太郎が飼っているということ以外

にもいろいろなことを知っている場合、何が[ ]に付け足されるのだろうか。[ ]は表意の一部

であるから、話し手が伝えようと意図したものでなければならないのに、付け足すものを

決定できない。従って私の考えでは自由拡充の可否を論じること自体に意義がない。 

 本発表では、名詞句の自由拡充とされる現象について、指示参照ファイル理論（Reference 

File Theory、Yamaizumi 2019）に基づいて新たな分析を提示する。この理論は、関連性理論

（スペルベル・ウィルソン 1995/1999）に基づく言語進化論（Scott-Phillips 2015）の言語観

と、ジャッケンドフ（2012/2019）の概念主義的意味観を組み合わせ、後者の指示参照ファ

イル（reference file、大雑把に言うと指示対象に対応する心的表象、以下 RF）という概念を

取り入れたものである。この理論は、意義と意味（フレーゲ 1892/2013）のような区別を設

けず、名詞句の意味とは話し手が聞き手の心に想定した RF に他ならないと主張する。名詞

句の理解は、話し手が意図したような RF に聞き手が語用論的原理に従って心的にアクセス

することで成功する。このような言語観の下では、名詞句の“自由拡充”にまつわる上記

の問題は生じない。自由拡充で加わったとされる情報はアクセスされた RF に既に入ってい

るからである。 
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